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研究成果の概要（和文）：妄想すなわち誤った信念の形成には「結論への飛躍バイアス」と呼ばれる認知的バイ
アスが関わり、これは健常者にみられる「保守性バイアス」の裏返しと推定されるが、その神経基盤はよく分か
っていない。本研究では、妄想の形成機序およびその神経基盤を、認知的バイアス課題および構造的・機能的な
脳領域間結合解析を用いて解明することを目指した。
結果、健常者における脳白質の統合性（構造的結合性）と保守性バイアスが正の相関を示した。また統合失調症
において、脳の機能的結合性と結論への飛躍バイアスとが負の相関を示した。これらの結果により、妄想に関わ
る認知的バイアスの神経基盤が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Cognitive bias called "jumping to conclusions" in delusional patients are 
thought to underlie delusion formation, and correlated with "conservatism bias" in healthy people, 
but their neural underpinnings were unknown.
Here we combined cognitive task and functional and structural connectivity analysis and revealed 
that structural connectivity of white matter was positively correlated  with conservatism bias in 
healthy people. We also found that functional connectivity of schizophrenia patients were negatively
 correlated with jumping to conclusions bias. These results indicated structural and functional 
basis of these cognitive biases.

研究分野：神経画像学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

人は日常生活の中で様々な信念（Belief）を

形成するが、このような信念が必ずしも合理

的ではなく、しばしば特定の方向への偏り

（バイアス）を伴うことが知られている。こ

れらは認知的バイアスと呼ばれ、例えば保守

性バイアス（確率的な判断をする際、合理的

と考えられるよりも多くの情報量を要求す

る）、自信過剰バイアス（自分の信念や判断

に客観的な証拠が示す以上の自信を抱く）等

がある。人の信念にこのようなバイアスが存

在することは、その異常により容易に「異常

な信念」すなわち妄想が形成されうることを

示唆する。 

 妄想の定義には諸説あるが、 Jaspers

（1913）による定義以来、①確信性、②訂正

不能性、③誤った信念であること、の 3要素

がほぼ共通している。一方、妄想に関連する

と考えられる認知的バイアスがいくつか知

られている：Jumping to Conclusions（JTC）

（Garety et al, 1991）は、妄想を持つ患者で

は健常者に比べ、より少ない情報にもとづい

て「結論に飛びつく」というもので、健常者

で見られる保守性バイアスの消失とも解釈

される。また妄想患者では、健常者に比べて

自信過剰バイアスが強いこと（Moritz et al, 

2006）や、一度形成された信念に対する反証

に対して抵抗するというバイアス（bias 

against disconfirmatory evidence：BADE）

（Woodward et al, 2008）も報告されている。

これらはそれぞれ誤った信念の生成、確信性

の付与、訂正不能性＝妄想の維持という、妄

想形成の異なる段階に対応すると考えられ

るが、妄想の形成機序およびその神経基盤を

このような多段階モデルにもとづいて検証

している研究はない。 

 これまでの画像研究から、統合失調症の病

態は、灰白質とそれを結ぶ白質線維からなる

ネットワークにおける、脳領域間の

connectivity（結合性）の異常により引き起

こされると考えられている。申請者らは、灰

白質構造を定量できる三次元 Magnetic 

Resonance Imaging (MRI)、白質の微細構造

異常を検出できる拡散テンソル画像（DTI）、

安静時および認知課題施行中の機能的 MRI

（fMRI）による脳領域間結合解析など、モダ

リティの異なる神経画像法の組み合わせに

より、統合失調症を含む精神疾患の病態を、

脳領域間の構造的・機能的結合性の異常の観

点から明らかにしてきた（Kubota et al, 

2013; Miyata et al, 2009; Sakai et al, 2011; 

Sasamoto et al, 2013; Sato et al, 2013）。 
 
 
２．研究の目的 

上記の背景及びこれまでの研究成果をもと

に、本研究では、妄想の形成機序およびその

神経基盤を、認知的バイアス課題および脳領

域間結合解析を用いて解明することを目指

した。 

 

 

３．研究の方法 

[臨床評価] 全被験者に対し、構造化診断面

接マニュアル（SCID）を用いて診断および除

外診断を行った。患者群の精神症状評価のた

め、研究代表者がインストラクター免許を取

得している Positive and Negative Syndrome 

Scale（PANSS）を施行した。全被験者に対し、

正常〜妄想までの信念を評価できる Peters 

et al Delusional Inventory(PDI)を施行し

た。 

 

[認知的バイアス課題］ 全被験者について、

妄想の生成段階に関連すると考えられる認

知的バイアス課題（ビーズ課題）を施行した。

これは確率的推論課題の一つであり、被験者

には二色のビーズが反対の割合で入った二

つの壺（Jar）A と B を提示する。A、B のど

ちらかからビーズを繰り返し取りだし、その

結果を見て被験者はどちらの壺から取り出



されているかを答える。答えられるまでに要

したビーズの数が少ないほど、結論への飛躍

（Jumping to Conclusions：JTC）バイアス

があり、多いほど保守的な確率判断をしてい

るということになる（保守性バイアス）。先

行研究で、妄想患者ではJTCバイアスがあり、

一方健常者では保守性バイアスがあること

が知られている。 

 

       ビーズ課題 

 

[MRI 撮像] 全被験者について、3 テスラの

磁場強度の MRI により、三次元 MRI 画像、81

方向の拡散強調傾斜地場（MPG）による精細

な DTI 画像、および安静時 fMRI 画像を撮像

した。 

 

[画像解析]  

（１）三次元 MRI 画像を用いた灰白質の形態

学的解析では、全脳に渡り局所脳体積を測

定 す る こ と が 出 来 る Voxel-based 

morphometry（VBM）を用いて、灰白質

の局所脳体積の異常を検討し、群間比較お

よび認知的バイアス課題との相関解析を行

い、妄想形成の各段階に関連する灰白質異

常を検出することを試みた。 

 

       VBM の概略 

 

（２）DTI を用いた白質の全脳的解析法では、

画像解析ソフト FSL による Tract-based 

spatial statistics 法（TBSS)を用いた。 

 

       TBSS 

 

これは白質線維のうち各被験者に共通する

中心部分に焦点を絞って解析を行うことで、

解析精度と妥当性を向上させている。これを

用いて Fractional Anisotropy(FA)などの白

質微細構造の指標の全脳的統計解析を行い、

上述の認知的バイアス課題と構造的な脳領

域間結合性異常との関係を探索的に検出す

ることを試みた。 

 

（３）安静時 fMRI画像解析では、上述の

FSLを用いた独立成分分析により、各脳領

域間の活動の機能的結合性を解析した。こ

れは fMRI 画像を、互いに独立した空間的

マップとその Time courseとの線形結合で

表すことにより、のうの機能的ネットワー

クを明らかにすることが出来る。また、こ

の空間的マップと Time courseとを各被験

者において同定することで、特定のネット

ワーク内、およびネットワーク間の結合性

の異常を検討することが出来る。これによ

り、妄想患者におけるベースラインの機能

的結合性異常を全脳的に探索し、各認知的

バイアス課題との関係を明らかにすること

を目指した。 

 



 

４．研究成果 

VBM を用いた灰白質体積の検討では、前部帯

状回や両側島皮質で統合失調症患者におけ

る体積低下を認めた。 

 

  VBM による統合失調症の体積減少 

 

一方、JTC バイアスおよび保守性バイアスと

の関連解析では、明らかな相関を認めなかっ

た。 

TBSS を用いた白質の解析では、広範囲におい

て統合失調症における白質の FA 低下を認め

た。 

 
 TBSS における統合失調症の白質 FA 低下 

 

また健常者において、保守性バイアスが強い

ほど白質の FA 値が高い（統合性が高い）こ

とが示された。 

 
 健常者における FA 高値と保守性バイアス 

 

安静時 fMRI の独立成分分析では、Posterior 

Default mode network (pDMN)において、健

常者に比べて患者で機能的結合性が低下し

ていた。 

 
      pDMN（健常者＞患者） 

 

一方、Basal ganglia network(BGN)、Medial 

temporal lobe network（MTLN）、Anterior DMN

では、患者において、JTC バイアスが強いと

機能的結合性も強いという結果であった。 

 

                 BGN 

 

 

                 MTLN 

 



 
                aDMN 

 

また、aDMN では、機能的結合性が高いと健常

者では保守性バイアスが強く、一方患者では

JTC バイアスが強いという交互作用が認めら

れた。 

 
     aDMN における交互作用 

これらの結果から、保守性バイアスと JTC バ

イアスとは表裏一体であり、構造的・機能的

結合性と結びついていることが示された。ま

たとくに aDMN が健常者における保守性バイ

アスと、患者における JTC バイアスとを分け

る大きな役割を果たしていることが示され

た。 
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